
取扱説明書
エンジンカッタ

注意
ご使用前に、必ずこの
取扱説明書をお読みく
ださい。又、内容をよ
く理解したうえでご使
用ください。不適切な
操作や保守は、重大な
事故につながるおそれ
があります。なお、本
書はいつでも利用でき
るように、大切に保管
してください。

EK732
EK733
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－１－

エンジンカッタをご購入いただきまことにありがとうございます。この取扱説
明書の「安全にご使用いただくために」を十分理解し、安全に使用してください。
この取扱説明書でわからない事がありましたらお求めの販売店かお近くの弊社営
業所におたずねください。
本機は、高速回転する刃物（ダイヤモンドホイール、といし）でコンクリート、
鋳鉄管、鋼材などを切断する機械です。事故や災害を予防するために安全予防を
常に心がけてください。不注意または不適切な使用は重大な事故の原因となりま
す。

シグナル用語の説明
この取扱説明書は次のシグナル用語を使用しています。

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を
負う危険が切迫して生じることが想定される場合。

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を
負う可能性が想定される場合。

取扱いを誤った場合、使用者が障害を負う危険が
想定される場合および物的損害のみの発生が想定
される場合。

〈注記〉本機の保護と、本機の性能を十分に発揮させるための注意事項

危　険 

警　告 

注　意 

１．安全にご使用いただくために
安全標識の説明

この取扱説明書をよくお読みください。また内容をよく理
解したうえでご使用ください。

本機を運転中は常に耳栓、防じんマスク、保護めがね、保
護帽を着用してください。
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キックバック注意。刃物の上半分で切断しないでください。

飛散物に注意してください。

１－１．ご使用前に

¡取扱説明書を読んでいない人や年少者（子供）に本機を使用させないでく
ださい。

¡作業する場合、本機を使用する周辺に他の人、子供、動物がいないことを
確認してください。誰かが近づいてきた場合は、エンジンを停止させてく
ださい。

¡回転している刃物に触れないでください。

¡本機の使用は換気が良好な場所で行ってください。閉鎖された場所（室内、
倉庫、トンネルなど）では、本機を運転しないでください。エンジンの排
気により、ガス中毒をおこしたり、酸欠状態になり、死亡するおそれがあ
ります。

¡排気の方向には人がいない事を確認して運転してください。

¡排気ガスを吸わないでください。

¡本機の改造は行わないでください。またガード類やマフラーを取り外して
運転しないでください。

危　険 

警　告 
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¡本機は、一人用の機械です。一人で取り扱ってください。

¡疲労、病気、酒気帯びの場合、また
は医薬品服用中の場合は作業を行わ
ないでください。また作業中に体調
が悪くなった場合にはすぐエンジン
を止め、作業を中止してください。

¡裾のひらひらした服、ネクタイ、アクセサリー類、ショートパンツ、サン
ダルなどを着用しないでください。また裸足で作業をしないでください。
頭髪は肩から下に垂れないように覆ってください。

¡靴は底に滑り止めのついた安全靴を使用してください。

¡雨の日は、滑りやすいので作業をさけてください。

¡弊社が推奨している刃物以外は使用しないでください。

¡安全な作業場所及び安定した足場を確保して作業してください。

¡作業前に作業場所をきれいにしてください。石、金属片、ガラスは飛散し
て危険です。

¡飛散物やほこりから目を守るため、付属の保護めがね、または同等品を着
用してください。

¡耳栓をつけてください。聴覚障害をおこすおそれがあります。

¡規格にあった保護帽（ヘルメット）を正しく着用してください。落下物に
よりけがをするおそれがあります。

¡本機の操作時間は１日２時間以内にとどめ、10分以上の連続運転はしない
でください。
振動障害をおこすおそれがあります。
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¡寒冷の時には、長時間の作業はしないでください。

¡厚手で滑り止めの付いた防振性のある手袋を着用して手を保護してくださ
い。

¡規格にあった防じんマスクをつけてください。呼吸器障害をおこすおそれ
があります。

¡ガソリンを使用しますので、本機のそばで喫煙やたき火はしないでくださ
い。

¡作業前に燃料漏れがないか確認してください。

¡マフラーや、マフラーから出る排気ガスは非常に高温になりますので、燃
えやすい物を近づけないでください。

保護めがねを
つける。

呼笛は、たら
さずにポケッ
トに入れる。

防じんマスク
をつける。

作業衣は、暖
かく身軽に作
業できるも
の。

はきものは、
保温性、すべ
り止めのある
ものにし靴下
は、暖かくて、
またいつも乾
いているこ
と。

規格に合った
保護帽を正し
く着用し、ア
ゴヒモをしめ
る。

耳せんを、つ
ける。

アゴヒモのむ
すびは、たら
さないように
しましょう。

ウデカバー

すそじまりの
よいもの。

手袋は、暖か
く、やわらか
いもので、い
つも乾いてい
ること。
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¡作業前にネジの緩み、脱落と刃物の消耗を点検し、異常のないことを確認
してください。

¡ベルトの張りの調整が適切に行われ、適正な張りぐあいを保っており、プ
ーリーカバー、クラッチカバーがしっかり締め付けてあることを確認して
ください。

¡作業に当たってはその作業地域の規則、取り決めにしたがってください。

１－２．キックバック

刃物の上側半分で切断作業を行うと、
切断材と刃物の切断抵抗が急激に大き
くなった時に、刃物先端が回転の反動
ではねあがり、たいへん危険です。こ
の反動をキックバックと言います。こ
の場合、運転者は本機をコントロール
できなくなり、重大な事故につながる
場合があります。刃物の上側を使って
切断をしないようにしてください。

１－３．給油

¡無鉛ガソリンと２サイクル専用オイルの混合、及び給油は屋外の火気のな
い場所でおこなってください。給油はエンジンを停止し、燃料が吹き出す
事があるので、エンジンが冷えた後にゆっくりと燃料キャップを外して行
ってください。

¡こぼれた燃料は本機から拭き取ってください。引火するおそれがあります。

注　意 

危　険 

警　告 
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¡燃料の持ち運びや保管など、取扱いには十分注意してください。

１－４．始動

¡エンジンを始動する場合、刃物が地面や他の物に接していないことを確認
してください。エンジンを始動するとすぐに刃物が回ります。

¡エンジンの始動は取扱説明書に従い、
安定のよい場所で行ってください。
始動時は周囲の安全を確認し、一人
（補助者なし）で行ってください。

¡エンジンがアイドリング時、刃物が回
転していないことを確認してください。
アイドリング時、刃物が回転すると危
険です。回転する場合はアイドリング
調整をして回転数を下げてください。

¡エンジンの始動は、給油場所から３ｍ
以上はなれた場所で行ってください。

危　険 

警　告 

３ｍ
以上
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１－５　作業

¡本機は胸より下の位置で使用してくだ
さい。本機が肩より高くなるような姿
勢での作業はたいへん危険です。縦切
りは水平から斜め下側、横切りはリコ
イルスターターが上になる状態で行っ
てください。

¡本機を操作するときは必ず両手で、フロントハンドルおよびリヤハンドル
をしっかり握ってください。その他の部分は持たないでください。特にホ
イルカバーの内側に手を差し込むことのないように注意してください。

¡曲線切り、コジリ、刃物側面の使用は絶対に行わないでください。

¡しっかりした足場の上で安定した姿勢で作業を行ってください。

¡数人で作業するときは、他の人に危険のおよばないよう10ｍ以上間隔をあ
けて作業してください。

¡本機を使用している人に近づくときはお互いに合図を行い、エンジンが停
止してから近づいてください。

¡作業中に本機を落としたり、壁にぶつけたり、何か異物に当たったりした
ときは、エンジンを停止し損傷の有無を調べてください。もし損傷があれ
ば使用せず、速やかに修理してください。

¡燃料キャップは、緩んでいないか常に注意してください。また燃料漏れを
起こさないよう常に増し締めをしてください。

¡燃料が漏れた場合は、ただちにエンジンを停止してください。

¡使用中に火花を発生することがあります、引火や爆発のおそれのある場所
では使用しないでください。切断後まわりに火種がないか確認してくださ
い。

警　告 
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¡電線を切断しないでください。感電するおそれがあります。

¡運転中または運転直後に高温部（マフラー、シリンダーなど）や排気ガス
に触れないでください。ヤケドをします。

¡切断直後の刃物に直接さわらないでください。ヤケドをします。

¡運転中は、高電圧部（プラグキャップ、プラグコードなど）に触れないで
ください。感電するおそれがあります。

１－６　停止

¡エンジン停止後、あるいはスロットルを離した後も、刃物はしばらく回転
し危険です。スイッチを切った時には、刃物が停止するまで両手でハンド
ルをしっかり握っていてください。刃物の停止を確認した後に本機を地面
に置いてください。

１－７　点検・整備

¡点検・整備（刃物交換、ベルト交換、清掃等）を行うときは必ずエンジン
を停止し、刃物が停止していることを確認してから行ってください。

¡ガソリンはたいへん引火しやすいので、点検・整備は風通しの良い火気の
ない所で行ってください。

¡部品交換を行うときは、必ず弊社純正部品を使用してください。他社の部
品を使用すると重大な事故になる可能性があります。

警　告 

警　告 

注　意 

危　険 
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¡取扱説明書に記述していない点検・整備については弊社営業所に依頼して
ください。

¡点検・整備はエンジンが冷えてから行ってください。ヤケドをするおそれ
があります。

１－８　移動・保管

¡移動時や保管時にはエンジンを停止してください。刃物が回転してけがを
するおそれがあります。

¡保管の際は、燃料漏れ、破損、事故等を防止するために本機を、転倒しな
いような安定した場所に、刃物をはずして置いてください。

¡年少者（子供）の手が届かない乾燥した場所に保管してください。

¡移動時はフロントハンドルを持ち、刃物を後ろ向きにしてください。

¡２～３日以上保管する場合は燃料タンクを空にしてください。

警　告 

注　意 

注　意 
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２．仕様

＊仕様は予告なく変更することがあります。

EK733EK732モデル 
２サイクル空冷ガソリンエンジン エ ン ジ ン 形 式 

73.5排　　　気　　　量 mL
51×36内径×工程 mmxmm
2500アイドリング回転数 min-１ 

10550最 高 回 転 数  min-１ 

電子点火方式（CDI，自動進角式） 点 火 方 式 
チャンピオン､CJ６ Yス パ ー ク プ ラ グ 
ダイヤフラム式 気 化 器 

0.80燃 料 タ ン ク 容 量  Ｌ 
混合燃料（無鉛ガソリン：２サイクル専 用オイル＝25：１） 燃 料 

127 102最大切り込み深さ mm
68　(4100)67　(4000)最 高 周 速 度 m/s（ m/min） 
2.872.5減 速 比 （ プ ー リ ー 比 )

リコイルスターター（アシスト方式防塵型） 始 動 方 法 
アース式(プッシュスイッチ） 停 止 方 法 

自動遠心クラッチ、 Ｖ リブドベルト 動 力 伝 達 方 式 
ハンドル一体防振（7点支持） 防 振 構 造 

スロットルロック 安 全 装 置 
10.710.2乾燥質量（刃物を除く） kg

765×240×395740×240×380
外 　 形 　 寸 　 法  mm
（ 長 さ × 幅 × 高 さ ） 
使用刃物 

非金属用砥石･･･････････････････････別販売品 
金属用砥石･････････････････････････別販売品 

切断砥石 

コンクリート用･････････････････････別販売品 
鋳鉄管用･･･････････････････････････別販売品 

ダイヤモンドホイール 

355mm305mm外径 
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３．各部名称

2

2

シリンダカバー
警告表示マーク

ロックレバー

スロットルレバー

リヤハンドル

燃料キャップ

ストップスイッチ

リコイルスターター

フロントハンドル

クリーナーカバー

プーリーカバー

キャブレタアジャストスクリュ

チョーク

デコンプ

クラッチカバー

ノブ

（ホイルカバー用）

刃物

ホイルカバー

プライマーポンプ

マフラ
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１．シリンダカバー マフラ、シリンダ、キャブレタをカバーします。
２．マフラー 排気音を減少させます。
３．フロントハンドル 本機の前方にある左手用ハンドルです。
４．リヤハンドル 本機の後方にある右手用ハンドルです。
５．スロットルレバー エンジンのスピードをコントロールします。
６．ロックレバー スロットルレバーを作動させる前に押し下げます。
７．プライマーポンプ タンクからキャブレタに燃料を送るポンプです。
８．キャブレターの アイドリング回転数を調整します。
アジャストスクリュ

９．チョーク 冷えているエンジンの始動時に燃料と空気の混合
割合を調整し、スロットルをある程度引いて固定
させ、始動性を良くします。

１０．ストップスイッチ スイッチを押すとエンジンが停止します。
１１．燃料キャップ 燃料タンクのふたです。
１２．刃物 コンクリート、鋳鉄管、鋼材、などを切断します。
１３．ホイルカバー 刃物のカバーです。
１４．ノブ ホイルカバー固定用。
１５．クリーナーカバー エアクリーナーをカバーしているふた。
１６．プーリーカバー ベルト及びプーリーをカバーします。
１７．クラッチカバー クラッチドラム、ベルトをカバーします。
１８．リコイルスターター グリップを引っ張ってエンジンを始動します。
１９．警告表示マーク 警告指示事項を示します。
２０．デコンプ 始動時にエンジンの圧縮を抜いて、リコイルの引

き力を軽減します。
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４．組立の手順

４－１　外観と付属部品のチェック

本機は工場出荷の際、厳重な検査を行って
おりますが、念のために本製品の損傷やネ
ジのゆるみなどがないか点検してくださ
い。
また、付属品の欠品がないか点検してくだ
さい。もし、点検の結果、異常や欠品があ
った場合はただちにお求めの販売店もしく
は、弊社営業所へご連絡ください。

４－２　刃物の取り付け

①　付属の六角棒レンチをプーリ－カバ
ーの穴に入れてドライブシャフトを
固定して下さい。

②　刃物はドライブシャフトのカラーに
セットするようになっています。
刃物の中心穴にカラーが確実にセッ
トされていることを確認し、アウタ
ーフランジを取り付け、ボルトを締
め付けてください。

５－１　燃料の給油

５．エンジンの始動と停止

火気を近づけないでください。火災の原因となります。

警　告 

ツールセット

プーリカバー

六角棒レンチ

ボルト

アウターフランジ

レンチ

ゆるむ

しまる

カラーセット

取扱説明書
保護めがね

φ22.0
φ25.4
φ30.5（本機付）
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１．燃料

新品時20時間使用後燃料は必ず、無鉛ガソリン25に対して２サイクル専用オイ
ル１の割合で混合した混合燃料を使用してください。

燃料の混合は容器にオイルを先に入れ、後からガソリンを加えてください。
２サイクル専用オイル

例） ガソリン 混合比25：１
(L) (mL)
11 140
15 200
10 400

２．給油

燃料は常に新しいものを使用してください。２～３カ月以上保存したり、異物が
混入した燃料を使用すると、故障の原因となります。

①　給油する前に燃料をよく混合してください。

②　燃料キャップをゆっくり外し、燃料を給油してください。温度が高いと、
燃料が吹きこぼれることがあります。

注　意 

新品時は、混合燃料の混合比を20：１で約20時間使用してく
ださい。また、燃料は必ず混合燃料を使用してください。

注　意 

給油する前に燃料キャップとその周りを良く清掃してくださ
い。異物やゴミをタンク内に入れないでください。燃料は、ゆ
っくりと給油してください。急いで入れると吹きこぼれるおそ
れがあります。
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③　給油後は確実にキャップを締め、燃料タンクから燃料漏れのないことを確
認してください。

５－２　エンジンの始動

①　アジャストスクリューの下側に付いて
いるプライマーポンプ（透明半球形）
を押し、ポンプ内に燃料が入り、泡が
少なくなるまで押してください。
（始動時）

②　チョークを引いてください。
チョークを引くと、始動ロックがかか
ります。（エンジンが冷えているとき）

〈注記〉
エンジンが暖まっているときは、チョー
クを一度引いてから戻してください。
スロットルロックがかかります。

③　デコンプを押す。

危　険 
エンジンを始動する場合、刃物が地面や他の物体に接触していな
いことを確認してください。始動後すぐに刃物が回り危険です。

注　意 

リコイルスターターはアシストスプリング方式を採用しており
ますので、軽く引いてもスプリングの作用で簡単に始動するこ
とが出来ます。デコンプを使用しない状態で、リコイルロープ
を極端に速く引き過ぎますとアシストスプリングの破損に繋が
りますので、この状態での「落としがけ」は行わないで下さい。
始動時にリコイルスターターを最後まで引かないでください。
ロープの寿命が短くなります。リコイルスターターを急に離さ
ないでください。正しく巻き込まれないことがあります。

チョーク

チョーク

プライマーポンプ

プライマーポンプ

デコンプ
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④　本機を地面におき、右足でリヤハン
ドルをしっかりと固定します。

⑤　左手でフロントハンドルをつかみ、
右手でリコイルスターターをゆっく
り引きます。重く感じた所から勢い
よく引いてください。

⑥　リコイルスターターを数回引き、爆発音がしたらチョークをもとの位置に
押し込んでください。（エンジンが冷えているとき）

⑦　再びリコイルスターターを引いてください。エンジンが始動したらスロッ
トルレバーを少し引いて、始動ロックをはずしてエンジンをアイドリング
状態にしてください。

⑧　アイドリング運転を２～３分間行ってください。

⑨　スロットルレバーを徐々に引いてエンジンの回転を上げていくと、自動的
に刃物が回転し始めます。スロットルレバーを戻すと、刃物の回転が停止
し、エンジンはアイドリング状態になります。

危　険 

作業者以外の人を作業場所から遠ざけてください。

アイドリング時刃物が回転してはいけません。アイドリング
時刃物が回転すると危険です。回転する場合はアイドリング
調整をして回転数を下げてください。(７－２項参照)

警　告 
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５－３　始動困難なとき

エンジンが暖まっている状態で始動しないときは、エンジンが冷えている場合
と同じ方法で始動してみてください。それでも始動しない場合、またはエンジン
が冷えた状態で始動しない場合は次の操作をおこなってください。

①　チョークをいっぱいに引いてくださ
い。

②　クリーナーカバー上のノブをゆる
め、クリーナーカバーを取り外し、
フィルターのスクリュ２本をゆる
め、フィルターを取り外してくださ
い。

③　プラグキャップを取り外してください。

④　スパークプラグを付属のプラグレン
チでゆるめて取り外し、スパークプ
ラグの電極部が濡れているかどうか
調べてください。

⑤　スパークプラグが濡れている場合
は、スパークプラグを乾燥させてく
ださい。スパークプラグを抜き取っ
た状態でリコイルスターターを引
き、数回空転させて燃料をシリンダ
ー内から排出してください。

⑥　スパークプラグを付属のプラグレン
チで確実に取り付け、プラグキャッ
プを取り付けてください。取り外し
た部品を元通りに取り付けてくださ
い。

火気を近づけないでください。火災の原因となります。

警　告 

スパークプラグ

プリフィルタ

フィルター

プラグキャップ

チョーク

ノブ
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⑦　５－２エンジンの始動の項に従って、チョークを一度引いて戻してから始
動してください。

⑧　スパークプラグが濡れていない場合は、燃料タンクから燃料が届いていな
いので燃料フィルターやキャブレターを点検する必要があります。
７－２、７－12の項の点検をするか弊社営業所にお問い合わせください。

５－４　停　止

エンジンを停止させるときは、スロットルレバーを戻し２～３分間アイドリング
運転をしてからストップスイッチをエンジンが停止するまで押し続けてくださ
い。

６－１　ホイルカバーの角度調整

６．切断作業

危　険 

■作業する場合、本機を使用する周辺に他の人、子供、動物が
いないことを確認してください。誰か近づいてきた場合は、
エンジンを停止させてください。
■刃物の上側半分を使って切断しないようにしてください。キ
ックバックが起きることがあります。（１－２項、キックバ
ック参照）
■本機を使用するときは、保護目がね、保護帽、耳栓、手袋及
び安全靴を着用してください。

危　険 

といしを使用するときは、必ずホイルカバーを固定してくださ
い。固定していないと、といしが破損したときにホイルカバー
が動いて破片が飛びけがをすることがあります。
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¡といしを使用する場合
ホイルカバーは、作業者に破片が飛ん
でこない位置に動かし、ノブを時計回
りに締めこみ、ホイルカバーを固定し
てください。

¡ダイヤモンドホイールを使用する場合
通常はといしと同じように固定して使
用しますが、ホイルカバーを固定しな
いで使用することもできます。その場
合、ノブを反時計回りにいっぱいに回
し、固定してください。
ホイルカバーはスプリングで常に同じ
位置に戻るように設計されています。
（各部名称参照)

６－２　切断作業

安全に作業ができるよう周囲をきれいにしておいてください。
刃物をまっすぐに当てて、低速回転で切り溝をつくってから高速にして切断して
ください。

６－３　効率のよい使い方

スロットル全開で回転数は8500～9500min-１{rpm}の範囲になるように、刃物を
軽く切断材に押し当てて切断するのが最も効率のよい使い方です。
刃物を切断材に強く押し当てて、エンジン回転数を下げて使用するのは使用者の
疲労を増し、切断性能が著しく低下します。

ホイルカバーロック

ホイルカバーフリー

ホイルカバー

ホイルカバー

プーリカバー

プーリカバー

ノブ

ノブ
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点検・整備表

７－１　エアクリーナーの清掃

本機のエアクリーナーシステムは、乾式プリフィルター（標準付属品）と湿式プ
リフィルター（別販売品）を用意していますので、使用状況にあわせてお選びく
ださい。

乾式プリフィルター…プリフィルター・フィルター共に清掃が必要ですが、繰
り返し使用できます。

湿式プリフィルター…プリフィルターの交換だけで清掃が完了しますが、プリ
フィルターの再使用はできません。

エアクリーナーの汚れは本機の寿命に大きく影響します。作業を始める前には必
ず点検・清掃をしてください。

７．点検・整備

ガソリンはたいへん引火しやすいので、点検・整備は風通し
の良い火気のない所で行ってください。

警　告 

備　考 必要な場合 毎月 毎週 始動前 項　　目 
破れは交換 ○ 清掃 エアクリーナー 

○ 調整 キャブレタ 
○ グリース注入 クラッチドラム 

○ 点検、清掃 スパークプラグ 
○ 清掃 シリンダーフィン 
○ 清掃 燃料フィルター 

○ 点検、目立 といし（ダイヤモンドホイール） 
○ 点検、調整 ベルト 

○ 点検、増締 ネジ類 
○ 漏れ点検 燃料キャップ 
○ 漏れ点検 燃料タンク 
○ 外観、作動 ホイルカバー 
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１．点検・清掃前準備

①　キャブレタ内にゴミが侵入しないよ
うに、チョークを引いてください。

②　クリーナーカバー上のノブを緩め、
クリーナーカバーを取り外してくだ
さい。

③　フィルター取り付け用スクリュ（２
本）を緩め、フィルターを取り外し
てください。
※空気取入れ部に粉塵が落ちないよ
うに注意してください。

２．点検：フィルター内部や、空気取り入れ部が汚れていないか確認してくださ
い。もし汚れていたらフィルターを交換してください。

３．乾式プリフィルター（標準付属品）装着時の清掃

作業前には必ず清掃をしてください。
・点検・清掃：１日１回
・交換　　　：約20時間ごと、またはフ

ィルターの破損等により
フィルター内部にゴミや
ホコリが付着している場
合。

①　プリフィルターをフィルターから取り外し、どちらもエアーガンで内側か
ら外側に向けてエアーを吹き付け、ゴミやホコリを吹き飛ばしてください。
エアーガンがない場合は、はたいてホコリを落としてください。
フィルターは傷つきやすいためコンクリートなどの硬いものにたたきつけ
ないでください。

②　フィルターの内側と、シリンダカバー取り付け面の汚れをきれいに取り除
いた後、プリフィルターをはめこみフィルターを取り付けてください。

③　フィルター取り付け用スクリュ（２本）を確実に締め込み、クリーナーカ
バーとノブを取り付けてください。

４．湿式プリフィルター（別販売品）装着時の清掃…専用特殊オイル含浸品（赤色）
・点検：１日１回

プリフィルタ

空気取り入れ部

フィルター

チョーク

ノブ
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湿式プリフィルターは粉塵がほとんど透過しないため、内部のフィルターは点検
のみで、清掃の必要はありません。プリフィルターを新品に交換すれば再び使用
できます。切断作業中にパワーが落ちたと感じたら、プリフィルターの交換をし
てください。

①　汚れたプリフィルターをフィルターか
ら取り外してください。
（プリフィルターは使い捨てです）

②　フィルターを点検し汚れている場合は、
乾式フィルターの清掃手順にそって清
掃してください。

③　新品のプリフィルターをフィルターの
溝に、すき間がないようにはめ込んで
ください。
すき間があると内側のフィルターにゴミやホコリが侵入し、内側のフィル
ターまで清掃が必要となります。

④　フィルターの内側と、シリンダカバー取り付け面の汚れをきれいに取り除
いた後、フィルターを取り付けてください。

⑤　フィルター取り付け用スクリュ（２本）を確実に締め込み、クリーナーカ
バーとノブを取り付けてください。

７－２　キャブレターの調整

キャブレターは工場出荷時に調整していますので、調整の必要はありません。気
圧、気温、燃料の違い、10時間以上の使用による状態変化などにより、調整が必
要になったときにのみ行ってください。調整が難しい場合には弊社営業所にお問
い合わせください。キャブレターを調整する場合は、エンジンを始動し、２～３
分間の暖気運転の後、次の手順で調整してください。また、エアクリーナーが汚
れている場合は清掃してから行ってください。

危　険 

刃物の周辺に人または干渉物がないことを確認して行ってくだ
さい。
アジャストスクリューの調整時、低速調整時には刃物が回転し
ます。

フィルター

プリフィルター

すき間があかないように
はめ込んでください
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１．アイドリングの回転調整
アイドリング時に刃物が回らないよう
に調整します。
またエンジンが2300～2700min-１

{rpm}で安定して回転するようにアジ
ャストスクリューを調整してくださ
い。
時計方向に回すと回転が上がります。

２．低速（Ｌ）ニードルの調整範囲

標準開度
Ｌニードル：１1/2回転

標準開度はニードルを静かに、時計方向にいっぱいに回し、全閉したところ
からの戻し数値です。

３．低速（Ｌ）ニードルの調整

①　アイドリングの回転速度調整をした後、
低速（Ｌ）ニードルを反時計方向または
時計方向にゆっくり回してみて、エンジ
ンの回転速度が上がる方向に回していき
ます。更にそのまま回し続けるとエンジ
ン回転速度が低下していきます。

②　その低下する寸前のところから約1/2回
転反時計方向にもどしてセットしてくだ
さい。

T

L
プライマ 
　ポンプ 

注　意 

■無負荷全開運転をするとエンジン回転が高くなりすぎ、焼き
付くおそれがありますので、空吹かしはしないでください。
■ニードル調整時、力いっぱい回さないでください。キャブレ
ターボディをいため、調整できなくなります。

アジャストスクリュー

エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数 

セット位置 
↓ 

上
が
る
→
 →

下
が
る
 

エンスト 

開く左←　→右閉じる 
低速（Ｌ）ニードル開度 



－24－

③　スロットルレバーを急に握ってエンジンが止まったり、回転が落ち込ん
だりしないで加速することを確認して下さい。

④　加速性が悪い場合は、低速（Ｌ）ニードルを反時計方向に少しずつ
回して、アイドリング回転速度を、アジャストスクリュで2300～
2700min-1{rpm}にセットし、加速性の確認をして下さい。

⑤　これを加速性の良くなる所まで行なって下さい。

７－３　スパークプラグの点検

エンジンの始動性が悪くなったり、アイドリングが不安定になった場合はまずス
パークプラグを点検してください。

①　プラグをはずしてください。５－３
「始動困難なとき」の項を参照して
ください。

②　ワイヤーブラシで汚れを落としてく
ださい。
必要なら電極間すきまを調整してく
ださい。
適正すきまは0.6mm（はがき３枚分）
です｡

0.6mm
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〈注記〉
約100時間運転後、または電極の腐食がひどい場合は交換してください。
スパークプラグは純正品（チャンピオン　ＣＪ６Ｙ）をご使用ください。

７－４　シリンダーフィンの清掃

¡シリンダーフィンの間を清掃してください。シリンダーフィンの間にゴミが
つまっていると、オーバーヒートや火災の原因となります。

¡つまりが多いときはシリンダーカバーをはずして清掃してください。

７－５　ベルトの点検

ベルトは長く使っている間に、張りがゆるんだり、摩耗したりします。プーリー
カバーのボルトを緩めて張りの調整をしてください。クラッチカバーとプーリー
カバーを外してベルトを点検し、摩耗が激しい場合（はがれ、めくれ、傷、ひび
割れなど）は、新品と交換してください。

７－６　ベルトの張りの調整

①　プーリーカバーのボルト２本を約１
回転緩めてください。

②　テンションスクリュを回して、クラ
ッチカバーの印にワッシャを合わせ
てください。

③　プーリーカバーのボルト２本を締め
付けてください。

プーリーカバー

ボルトクラッチカバーテンションスクリュ

ワッシャ

印
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７－７　ベルトの交換

①　テンションスクリュを緩めてくださ
い。
ボルト２本を外してください。

②　プーリーカバー、クラッチカバーを
取り外し、ベルトを外してください。

③　新しいベルトを組み付けクラッチカ
バーを取り付けてください。

④　プーリーカバーとボルト２本を取り
付けベルトの張りを調整してくださ
い。（７－６項参照）

７－８　といしの点検

切断性能はといしの状態によって大きく左右されます。常に適正な状態を保つよ
うにしてください。
外観を良く点検し、ひび、ひずみ、かけのある物は、使用しないで新品に交換し
てください。また異常摩耗したといしも新品に交換してください。

テンション
スクリュ ボルト

プーリーカバー

クラッチカバー

危　険 

ひび、ひずみ、かけのあるといしを使用すると、といしが破損
しますので使用しないでください。
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７－９　ダイヤモンドホイール（別販売品）の点検

切断性能は刃物の状態によって大きく左右されます。切れ味が低下した時は、目
立てを行ってください。切れ味の悪い状態での作業は疲労を増し、切断効率を著
しく低下させます。常に適正な状態を保つようにしてください。

（基盤割れ） （基盤のひずみ）

（チップかけ） （チップ摩耗）

危　険 

基盤割れ、チップかけ、基盤のひずみ、チップ異常摩耗等のあ
るダイヤモンドホイールを使用するとダイヤモンドホイールが
破損する事がありますので使用しないでください。
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７－１０　刃物の交換

①　プーリーカバーの穴に六角棒レンチ
を入れて、ボルトをレンチで回して
ください。

②　ボルト、アウターフランジ、刃物の
順に外してください。

③　新しい刃物を取り付けてください。
刃物はドライブシャフトのカラーに
セットするようになっています。
刃物の穴にカラーが確実にセットさ
れていることを確認し、アウターフ
ランジを取り付けボルトを締め付け
てください。

７－１１　ダイヤモンドホイールの目立て

刃物をスロー回転（クラッチイン回転数、エンジン回転数約3800min-１{rpm}位）

危　険 

刃物は、表示されている最高使用回転数が、本機に表示してあ
る最高回転数（ＭＡＸmin-１{rpm}）より高いものを使用してく
ださい。

注　意 

■ダイヤモンドホイールは回転方向に注意してください。
（ダイヤモンドホイールの表示が上図の通りになるようにし
てください。）
■フランジのあたり面にゴミが付いていたら、きれいに取り除
いてください。
■刃物は、弊社純正品を使用してください。

回転方向表示

出力軸回転方向及び最高回転数表示
ホイルカバー

ダイヤモンドホイール

プーリーカバー

六角棒レンチ

ボルト

アウターフランジ

レンチ

ゆるむ

しまる
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に落とし、コンクリートブロックまたは柔らかいれんがを10回程度切断し、ダイ
ヤの目が出たのを確認してください。尚、ブロックは水をかけて切断する方が効
果が上がります。

７－１２　燃料フィルターの点検

①　燃料キャップを外してください。

②　給油口から針金などで先端のフィル
ターを引き出して、フィルターが汚
れていたらフィルターを交換してく
ださい。

③　交換後、ゴムパイプが折れないよう
にして燃料フィルターを給油口か
ら、燃料タンク内に戻してください。
このとき、燃料フィルターが燃料タンクの底に着いていることを確認して
ください。

④　燃料キャップを取り付けてください。

７－１３　クラッチ部ベアリングへのグリース注入

クラッチドラムとクランクシャフトの間
のベアリングへ20時間毎にグリースをク
ランクシャフトの端面の穴から適量（図
のグリースガンで３回押す程度）注入し
てください。

危　険 

ガソリンはたいへん引火しやすいので、火気に注意してくださ
い。

針金

フィルター
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２ヶ月以上使用しないときは、次の整備を行って保管してください。

①　外観を十分に清掃してください。

②　点検・整備の項を参考にして点検・整備を行ってください。

③　燃料タンクの燃料を排出しながら、スロットルアジャストスクリュ下のプ
ライマポンプを押しキャブレター及びポンプ内の燃料を排出してくださ
い。

④　エンジンを始動し、エンジンが停止するまで低速で運転してキャブレタの
中の燃料を空にしてください。

〈注記〉
燃料を２ヶ月以上入れたままにしておくと変質してキャブレタの故障やエ
ンジンが始動しなくなる原因になります。

⑤　クリーナーカバー、フィルタ、プラグキャップ、スパークプラグを外し、
スパークプラグ穴から少量(１～２cc)のオイルをシリンダー内に流し込
み、オイルがゆきわたるように２～３回リコイルスターターを引いてくだ
さい。

⑥　クリーナーカバー、フィルタ、プラグキャップ、スパークプラグを元通り
に取り付けてください。

⑦　刃物を取り外して下さい。

⑧　屋内の乾燥した火気のない場所に保管してください。

８．長期保管

■保管の際は、燃料漏れ、破損、事故等を防止するために本機
が転倒しないような安定した場所に置き、刃物を取り外して
下さい。
■年少者（子供）の手の届かない乾燥した場所に保管して下さ
い。

危　険 
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９．修理を依頼する前に

エンジンが始動しない 切れ味が悪い

燃料タンクに新しい混合ガソリン
が入っていますか？

チョークを完全に戻しています
か？

スパークプラグが濡れています
か？

エアクリーナーが汚れていません
か？

といしの目は、つぶれていません
か？ダイヤモンドホイールの目立
ては十分行われていますか？

ベルトの張り調整は適正ですか？

キャブレターの調整は適正です
か？

濡れている

①　スパークプ
ラグを乾かし
てください。
②　スパークプ
ラグの点検を
行ってくださ
い。（７－３
参照）
③　リコイルス
ターターをい
きおい良く引
いてシリンダ
ー内の燃料を
排出してくだ
さい。（５－
３参照）

これらの点検・整備を行っても症状が改善されない場合は､弊社営業所にお問
い合わせください。

燃料フィルター
の交換

濡れていない



・キャスタセット品（品番：ND00000176）
路盤作業に便利です。

・プリフィルター湿式用（品番：ND00000226）
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１０．別販売品のご紹介

・切断砥石・ダイヤモンドホイール

タイプ／用途
サイズ mm

外径×穴径（厚さ）
適用機種

品　番
EK732 EK733

切
断
砥
石

コンクリート製品
鋳鉄管など

φ305×φ25.4（4.0）
φ355×φ25.4（4.5）

○

○

○
○

○

○

○

○

○
○

○

A-04846
A-34942
A-04880
A-34958
A-04911
A-36382
A-36625
A-03470
A-17734
A-36631
A-36647

金属用
鋼材など

φ305×φ25.4（4.0）
φ355×φ25.4（4.5）

コンクリート用
レーザーブレード

φ305×φ30.5（2.7）
φ305×φ30.5（2.8）

アスファルト用
φ355×φ30.5（3.2）
φ305×φ25.4（3.0）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
イ
ー
ル

φ355×φ25.4（3.0）
φ305×φ30.5（3.2）
φ350×φ30.5（3.2）

鋳鉄管用
金属溶着ダイヤモ
ンドホイール
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